
建設工事の単価契約における単品スライド手続きの流れ
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【対象工事】
○ 協議開始の日までに引渡しが完了している工事
○ 協議開始の日までに発注した工事で、引渡しが協議開始の日以降になるが、協議開始の日
時点でスライド額算定に必要な数量が確定している工事
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単品スライド協議の対象となる工事
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第５回工事の引渡しは協議開始の日以降だが、
協議開始の日時点でスライド額に必要な数量が

確定していれば第5回工事も協議の対象



単価契約におけるスライド額の算出方法
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単品スライド協議の対象外

発注金額

【スライド額の計算方法】
Ａ○ｎ＝Ｍ変更○ｎーＭ当初○ｎ（ の部分） ※品目ごとに算出（算出方法は運用基準による）

Ｍ当初○ｎ：第ｎ回工事の契約単価より算出した品目○の金額
Ｍ変更○ｎ：第ｎ回工事の現場搬入時の実勢価格又は受注者購入価格より算出した品目○の金額

の合計＞ の合計×１／１００となれば、その品目はスライド対象となる。

Ｓ＝スライド対象になった品目の の合計ー の合計×１／１００
＝（Ａ鋼１＋Ａ鋼２＋Ａ鋼３＋Ａ鋼４＋Ａ鋼５）＋（Ａ油１＋Ａ油２＋Ａ油３＋Ａ油４＋Ａ油５）
＋（Ａ他１＋Ａ他２＋Ａ他３＋Ａ他４＋Ａ他５）ー（Ｂ１＋Ｂ２＋Ｂ３＋Ｂ４＋Ｂ５）×１／１００
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